
 

ペット同行避難について 

（市民部環境衛生課長） 

 

１ 要旨 

 東日本大震災の発災時に、飼育しているペットの避難方法が大きな課題となり、

避難所の衛生環境の悪化や避難所内でのペットの無秩序な繁殖のほか、避難でき

なかったペットの野生化が大きな問題となったことから、ペットを連れて避難し、

適切に飼育管理する“ペット同行避難”が全国的に推進され、伊豆市でも、令和

７年度から４施設で受け入れを開始しています。 

 

２ 同行避難が可能な指定避難場所 

該当地区 避難所 避難場所 

修善寺地区 修善寺南小学校 サッカーゴール下など 

土肥地区 土肥小中一貫校 体育館出入り口軒下など 

天城湯ヶ島地区 狩野ドーム プール下駐車場 

中伊豆地区 中伊豆小学校 グラウンド 葡萄棚下など 

※上記の４施設以外では受け入れできません。 

３ 同行避難とは   

 ①飼い主がペットを連れて避難所へ避難する。 

 ②ペットの避難場所（ペットスペース）の運営と世話は飼い主が行う。 

 ③避難所内では、人とペットの避難場所を分けて過ごす。 

 （動物アレルギーのある人等への配慮、鳴き声等のトラブルの回避のため） 

④備蓄品や支援物資の適切支給のため、ペット同行避難者の情報を共有する。 

４ 依頼事項 

 伊豆市総合防災訓練の実施に併せたペット同行避難訓練の実施 

  ・各地区公民館等避難場所へペットを連れて避難する 

  ・指定避難所への避難と入所の手続き訓練   など 

 ※実施の可否をご検討いただき、実施いただける場合は危機管理課へ提出する 

実施計画のペット同行避難の欄に☑をしてください。 

５ 日時と場所  

日時：令和８年８月30日（日曜日）正午頃まで 

場所：各地区防災訓練会場または指定避難所 

 



 

 

６ ペット同行避難 訓練の主な流れ   

【事前準備】 

（自主防災会） 

・区内のペット飼育世帯への訓練に参加するよう呼びかける。 

・公民館等の区内避難場所でのペットスペースの配置を決める。 

・届出書類や啓発用チラシを用意する。（環境衛生課で用意可） 

（飼い主） 

・避難用のケージやクレート、キャリーなどを用意して、慣れさせておく。 

 ※指定避難所では、ケージ等に入らないペットは受け入れしません。 

・避難時に必要なフードや水などの必要なものを用意する。 

【訓練当日】 

（１）飼い主   「避難所入所ペット届出票（様式１）」の提出 

（２）自主防災会 「避難所入所ペット管理台帳（様式３）」へ記載 

（３）自主防災会  ペットの災害対策の啓発（自主防災会） 

（４）自主防災会  飼い主とペットをペットスペースへ誘導 

（訓練終了） 

 

７ 避難生活に必要なもの（飼い主が準備するもの） 

  ・７日分以上のフード、水 

・療法食、薬 

  ・予備の首輪、リード（伸びないもの） 

  ・食器 

  ・ケージやキャリーバック 

  ・ガムテープ（ケージの補修等に活用） 

  ・愛犬手帳 

 

 

８ 問い合わせ  

  伊豆市役所環境衛生課 衛生スタッフ 電話72-9857 




















